
○ がん対策推進基本計画に掲げる主な目標に対する進捗状況  

主な目標   ベースライン   現状   目標達成時期   

がんによる死亡者の減少  平成17年   平成20年 平成27年   

※1  92．4   8・2   73．9以下   

率の20％減少）【10年以内】   （100％）   （94．4％）   （80％以下）   

医療機関の整備等 平成19年度  平成21年4月1日  平成21年度末   

※2        原則として全国すべてのさ次   79．9％   104．7％   100％以上   

医療圏において、概ね1か所程  

度拠点病院を準置【3年以内】  

がん医療に関する相談支援及び  平成19年度  平成21年4月1日  平成21年度末   

情報提供   42．2％   104．7％   100％以上  

※2 原則として全国すべての2次  

医療圏において、相談支援セン  
タ⊥を概ね1か所程度整備  

【3年以内】  

がんの早期発見   平成16年度   平成19年度   平成23年度末   

効果的・効率的な受診間隔や  （男性）   （男性）   （男性）   

重点的に受診勧奨すべき対象者  7・6％   
※3   

胃  32．醜   胃 50％以上   

を考慮しつつ、壷診率を50％  肺 16．7％   肺   25．7％   肺 50％以上   

以上とする。【5年以内】   大腸 22．2％   大腸 27．5％   大腸50％以上  

（女性）   （女性）   （女性）  

胃  22．4％   胃  25．3％   胃 50％以上  

肺  13．・5％   肺   2●1．1％   肺 50％以上  

大腸′18．5％   大腸 22．了％   大腸50％以上  

子宮 20．8％   子宮 21．3％   子宮50％以上  

乳  19．8％   乳   20⊥3％   乳 50％以上   

※1昭和60年当時に、現在の医療提供体制が整備されていたと仮定した場合の100，000人当た  

りの死亡者数を表す。  

※2 平成19年度末現在の医療圏数をベースとした。（現時点の医療圏数は348）  

※3 

－1－  

－46－  

T 二   



がんに関する続計（平成2・1年12月2日現在）  

現  状   出 二典  

照如3方6二  人口動態統計  

［男性 20フ≡  
（平成19年）   

［女性13フ‡  

→ “目二  

※ が  

→  

※ 年  

減少  

※ 

牒4方＝餌  地鱒がん登録  

［男性 37フ  
全国推計値  

多い部位  
（平成15年）   

［車性 26フ  

多い部位  

※ 男  

6割   

‡男性亨5胸  国立がんセン  

ターがん対策  

→ “日，  情報センター  

による推計値  

（平成15年）   

牒商卸如  患者調査  

調査日  
（平成17年）   

・ 外来受  

1日に  

・ 平均診   

こ∴2兆¢二≡嗅七  国民医療費  

※・－  
（平成19年）   

項 目  

死 亡 数  

［男性 20万 

［女性13万 

→  “日本 

※ が 

→  

※ 年 

減少 

が   

羅 患 数  

［男性 37万 

多い部位 

［車性 26万 

多い部位 

※ 男 

6割 

生涯リスク  

→  “日本 

l 受療一恵者  

調査日 

・外来受 

1日に 

・ 平均診 

がん医療筆  

※ 一 

－47－   




